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１　緊急医療の申請・通報状況 平成２７年度

合計

3    

-    

3    

-    

申 -    

請 -    

・ -    

通 -    

報 3    

経 -    

路 -    

-    

3    

　注）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第23条､24条､25条､25条の2､26条に基づく通報件数

２　緊急医療の申請・通報に基づく診察状況 平成２７年度

合計

3    

-    

3    

-    

3    

　注）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第23条､24条に基づく通報により対応した件数

３　措置入院の状況 平成２７年度

住所地 性別

男

女

高島市 男

以外 女

-         -         -         -          

-         -         -         -          

本年度末

高島市
1         -         -         1          

-         -         -         -          

措置解除

うち不要措置

 　否

　合　　計

前年度末 措置命令

うち要措置

本　人

住民・職場

保健福祉医療関係者

救急隊

警　察

検察官

保護観察所の長

矯正施設の長

計

緊急措置診察の要否

　 要

家　族

区     分

性別

男

女

計
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４　医療保護入院の状況

（１）疾病別 平成２７年度

（２）性・年齢別 平成２８年３月３１日現在

20歳未満 20歳～39歳 40歳～64歳 65歳以上 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

-   1   7   6   7   7   9   12  23  26  49  

高島市

計 49 18

人格・行動障害

精神遅滞

0 0特定不能の精神障害

心理的発達の障害

小児期および青年期情緒
障害

てんかん 0 0

0 0

神経症性障害

生理的障害および身体的
要因関連行動症候群

症状性又は器質性精神障
害
精神作用物質使用による
精神・行動障害

統合失調症圏

気分障害(そううつ病圏)

医療保護入院届
医療保護入院

年度末入院者数

14 6

1 0

16 4

3 1

12 5

0 0

1 0

2 2

0 0
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５　通院医療費公費負担状況

年齢・性・病名分類別 平成２８年３月３１日現在

病　名　分　類 性別 ２０歳未満
２０歳～
４０歳未満

４０歳～
６５歳未満

６５歳以上 小計 計

男 0 1 9 2 12

女 0 1 4 2 7

男 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0

男 0 0 4 3 7

女 0 1 1 0 2

男 0 41 61 14 116

女 2 30 52 27 111

男 0 24 57 13 94

女 1 37 82 28 148

男 0 7 7 1 15

女 2 15 20 1 38

男 0 0 0 1 1

女 0 3 3 0 6

男 0 1 1 0 2

女 0 2 0 0 2

男 0 7 7 1 15

女 0 4 4 2 10

男 1 10 0 0 11

女 1 6 1 0 8

男 4 2 0 0 6

女 2 3 0 0 5

男 9 12 13 2 36

女 9 14 7 0 30

男 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0

男 14 105 159 37 315

女 17 116 174 60 367

計 31 221 333 97 682

　注）滋賀県障害者手帳照会システムより

特定不能の精神障害 0

合　　計 682

小児期および青年期
情緒障害

11

てんかん 66

精神遅滞 25

心理的発達の障害 19

生理的障害および身
体的要因関連行動症
候群

7

人格・行動障害 4

神経症性障害 53

精神作用物質使用に
よる精神・行動障害

9

統合失調症圏 227

症状性又は
器質性精神障害

19

脳血管障害及び
その後遺症

0

気分障害（そううつ
病圏）

242
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６　精神保健福祉相談

平成27年度

実
人
員

市
町
村

医
療
機
関

そ
の
他

実
人
員

延
人
員

男 33  5   - 11  - -  

女 27  7   - 8   - -

60  12  -   19  -  -

自
殺
関
連

自
殺
者
の

遺
族

男 30 - 15 6 - - 10 - - 25 56 15 1 - - - - - -

女 22 7 - - 3 - 3 - 3 17 33 2 - - 1 - - - -

52 7 15 6 3 -  13 -  3 42 89 17 1 -  1 -  -  -  -  

自
殺
関
連

自
殺
者
の

遺
族

男 5 - 2 - - - 8 - - 2 12 8 - - - - - - -

女 5 4 6 - - - - - 1 0 11 - - - - - - - -

10 4 8 -   -  -  8 -  1 2  33 8 -  -  -  -  -  -  -  

自
殺
関
連

自
殺
者
の

遺
族

44 47 32 3 0 37 1 16 129 309 25 - - - - - - -

計

高島
保健所

高島
保健所

計

高島
保健所

相談、デイケア、訪問指導デイ・ケ
ア（再
掲）

新規者の受付経路
（再掲）

高島
保健所

計

（再掲）訪問指導

実
人
員

延人員

老
人
精
神

社
会
復
帰

ア
ル
コ
ー

ル

薬
物

ギ
ャ

ン
ブ
ル

思
春
期

心
の
健
康
づ
く
り

摂
食
障
害

そ
の
他

計

（再掲）

ひ
き
こ
も
り

（再掲）相談

ひ
き
こ
も
り

災
害

薬
物

ギ
ャ

ン
ブ
ル

思
春
期

心
の
健
康
づ
く
り

摂
食
障
害

そ
の
他

計 発
達
障
害

高
次
脳
機
能
障
害

う
つ
・
う
つ
状
態

実
人
員

老
人
精
神

社
会
復
帰

延人員

（再掲）

自殺関連
犯
罪
被
害

ア
ル
コ
ー

ル

発
達
障
害

高
次
脳
機
能
障
害

う
つ
・
う
つ
状
態

自殺関連
犯
罪
被
害

災
害

（再掲）

ひ
き
こ
も
り

発
達
障
害

高
次
脳
機
能
障
害

う
つ
・
う
つ
状
態

自殺関連
犯
罪
被
害

災
害

電話相談延人員
延人員

老
人
精
神

社
会
復
帰

ア
ル
コ
ー

ル

薬
物

計

ギ
ャ

ン
ブ
ル

思
春
期

心
の
健
康
づ
く
り

摂
食
障
害

そ
の
他
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７精神保健福祉関係事業 
 
（１）精神保健福祉相談 
   精神保健福祉に関する問題や悩みを持ちながら生活している人およびその家族に対  

して、専門医を中心とした個別相談を実施し適切な助言や指導を行い、問題の早期
対応、早期解決を図る。    

     開 催 日：毎月第１金曜日 午後２時～５時（予約制） 
    相談医師：県立精神医療センター 大門 一司 医師  
    相談件数：実人員１５件、延人員１５件(平成２７年度) 
 
（２）精神保健福祉関係者研修会 
   精神障害者の理解と治療等について、関係者の資質の向上を図ることを目的に研修  

会を開催。 
      開催日：平成２８年２月１５日（月） 
       内 容：「摂食障害の基礎的知識～本人理解を深めるために～」 
         講師：県立精神保健福祉センター 大門一司医師          
       参加者：３０名 
 
（３）自殺予防（うつ病予防）対策 
     自殺者の多くが最終的にはうつ病等の精神疾患にかかっているといわれている。 
   うつ病に対する正しい知識の普及啓発や早期発見、支援体制の整備を図るため、会

議、研修会等を開催した。 
   ①普及啓発事業 
    自殺予防週間に合わせ街頭啓発を実施 
    実施日：平成２７年９月１０日（木）      
       場 所：JR 近江今津駅前  
    高島市食と健康づくりのつどいで自殺予防とうつストレスチェックを実施  
    実施日：平成２７年１０月２５日（日）      
       場 所：安曇川公民館  
   ②研修事業  
        滋賀県自殺未遂者支援研修会(精神保健福祉センターと共催) 

開催日：平成２８年３月１日(火) 
場 所：高島市民病院 健診棟３階大会議室  
内 容：講演「自殺の現状と自殺未遂者への対応について」  

講師：県立精神保健福祉センター 所長 辻本哲士氏  
    実践報告「済生会滋賀県病院における自殺未遂者への対応について」  
     済生会滋賀県病院 リエゾン精神看護専門看護師 木村里美氏  
参加者：４８名             

        
（４）ひきこもり対策事業 
   ①ひきこもりの早期発見・早期対応を図るため、専門医の相談および心理士による

相談を実施した。 
       開催日：精神保健福祉相談事業の定例相談（専門医による相談）の中で実施 
    相談件数：実人員３件、延人員５件  
    開催日：月 1 回(H25 年 4 月より毎月第 3 月曜日) 
    臨床心理士による相談：実人員２件、延人員２２件 
   ②高島市ひきこもり対策事業への参加および技術支援 
        1)高島市子ども・若者支援地域協議会代表者会議１回（5/25）・実務者会議５回 

（6/18、8/25、10/27、12/8、H28.2/2）  
        2)高島市子ども・若者支援対策事業への協力   ・不登校・ひきこもり家族学習会

（7/23,8/3,10/21）8/3 は精神科医派遣調整   ・子ども・若者育成支援講演会（10/10）
・若者サミット（H28.1/23） ・若者支援フォーラム（H28.2/6）  
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（５）地域生活協力事業 
      地域生活協力員を設置し、精神障害者およびその家族を支援することにより、精神  

障害者の自立および社会参加の促進を図るとともに、精神障害者が地域で生活しや
すい地域づくりに貢献する。         登  録  者：14 人  

 
（６）精神障害者地域移行支援事業の支援 
      平成 24 年 4 月の障害者自立支援法の一部改正(平成２５年 4 月から障害者総合支援

法)を受け、精神障害者の地域移行支援事業における保健所の役割として、実施主体
である市への積極的な情報の提供や、協力病院への働きかけ、連絡調整、一般相談
支援事業所事業担当者への協力、自立支援協議会への参画を行っている。 
①  域移行支援会議 平成 27 年度開催なし 
②  高島市障がい者相談支援センター（コンパス）への委託事業(地域移行支援事業

～地域住民との交流事業)の協力 
        福祉関係者の精神障害者に対する理解を深め、地域へ普及啓発をしていく必要性

や方法を学ぶため、当事者や保護者向けの勉強会や関係者向け研修会の開催を実
施、その協力を行った。  

 
・ 当事者・ボランティア・関係者向け研修会（平成 27 年 9 月 11 日）  

講演と交流会「地域だからできること～地域で支えるということ～」  
講師：泉 洋一氏（佛教大学福祉教育開発センター講師）  
   泉水 宏仁氏(天理市 地域活動支援センターこもれび相談員 PSW) 
参加者：30 名  

 
・  当事者とボランティア・関係者交流会  (平成 28 年 2 月 20 日) 

内容：市内サロンの連絡会のメンバーがそれぞれのサロンの活動紹介。その後
当事者にサロンに対する思いを語ってもらい、グループワークで今後の活動に
ついて当事者と意見交換。  
参加者：  26 名 


